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研究成果の概要（和文）：環境変化に伴う不適応状態を起こしやすい認知症高齢者が、グループホームに入居後
もその人らしい生活を継続するために、どのような基準で入居先を選択し、入居までにどのような過程を経てい
るのかを明らかにした。関東にある７箇所のグループホームにおいて、入居者１１名、家族介護者７名、施設長
７名、介護職員７名を対象に、半構造化面接法によるヒアリング調査を実施した。その結果、入居までの過程は
家族介護者が中心に行われており、入居者は、入居前に見学したり、入居の荷造りなどをする機会が殆どない実
態が明らかとなった。家族の選択基準は明らかにすることが出来た。入居者の納得のもと入居出来る環境づくり
が今後の課題である。　

研究成果の概要（英文）：We found that the elderly with dementia is apt to cause the damage of 
relocation. A purpose of this study is to clarify criteria for selection and go through the process 
before entering the group home when a elderly with dementia and a family caregiver chooses group 
home. Semi-structured-interviews of seven family caregivers and eleven dementia elderly and seven 
facility directors and seven care workers were held at seven places of group home in Kanto. As a 
result, the process to move to the group home is mainly performed by family caregivers, and the 
elderly with dementia have hardly visited before entering the group home, and there is almost no 
opportunity to prepare moving luggage. The family caregivers have various criteria for selection 
when they chose group home for dementia elderly person. The future task is to create an environment 
where elderly people with dementia can agree and enter the group home.

研究分野：認知症介護

キーワード： 認知症　グループホーム　選択基準　リロケーションダメージ　入居前見学　高齢者福祉
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 平成 25 年 6 月に発表されたデータによる
と、65歳以上の高齢者のうち認知症高齢者は
約 462万人に上り、認知症になる可能性があ
る軽度認知障害（MCI）の高齢者も約 400万
人いると推計された。その後、2025 年には
認知症高齢者が700万人を超えるとの推計も
発表され、認知症高齢者の数は今後も増加し
ていくことが予測されている。 
 平成 18 年の介護保険法の改正に伴い、グ
ループホームは居宅サービスから地域密着
型サービスに位置づけられ、住み慣れた地域
での生活の継続を主眼とした支援の仕組み
づくりの方向性が示された。認知症高齢者数
の増加に伴い、認知症高齢者が住み慣れた地
域で生活することが出来るグループホーム
の需要は、今後もさらに高まると考えられる。 
 また、認知症高齢者は、入居などの環境変
化による不適応状態（リロケーションダメー
ジ）を起こしやすいとも言われている。しか
しながら、これまでの先行研究では、グルー
プホームの入居支援に関するものはほとん
どみられていない。グループホームの選択基
準をテーマにした論文はいくつかみられる
が、調査対象者は、介護職員や看護師・教員
などの専門職であり、利用者を対象にした調
査ではない。 
 我が国においても、平成 16 年の「痴呆」
から「認知症」への呼称変更や、Tom Kitwood
によるパーソンセンタードケアの浸透など
により、近年、認知症の当事者が、自身の経
験を講演したり、手記として発表する動きが
活発になっている。認知症ケアにおいては、
認知症高齢者本人の声や想いを尊重するこ
とはもちろんのこと、認知症によりニーズを
言語化出来にくい場合であっても、声になら
ない声を援助者側が理解していくことが重
要であると考える。 
 入居という大きな環境変化を伴う場面に
おいて、認知症高齢者本人は、入居までの間
にどのような過程を経ているのか、どのよう
な想いを持っているのか、当事者の声をもと
に明らかにしたものはみられていない。また、
家族介護者にとっても入居は大きな決断の
場面でもあると考えられるため、どのような
選択基準を持ってグループホームを選ぶの
か、入居後の生活にどのような期待を持って
いるのか、利用者側の視点から明らかにする
必要がある。さらに、グループホームの施設
長や介護職員は、入居までの過程をどのよう
に捉えているのかを明らかにし、利用者側と
サービス提供者側という両者の間に認識の
差があるかどうか、実態を明らかにする調査
はみられておらず、基礎的調査が求められて
いる。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、環境変化による不適応状態（リ
ロケーションダメージ）を起こしやすい認知

症高齢者が、入居後もその人らしい生活を継
続するためには、どのような基準で入居先を
選択し、入居後にどのような生活を望むのか、
利用者側からの視点で方向性を探る研究で
ある。認知症介護の切り札として誕生したグ
ループホームにおいて、利用者側はどのよう
な期待を持ち、どのような生活を望むのか、
認知症高齢者本人および家族介護者の声か
ら明らかにしようとするものである。 
 また、サービス提供を行っているグループ
ホーム側は、入居時に利用者側がどのような
選択基準を持っていると考えているのか、施
設長および介護職員の声から明らかにしよ
うとするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究は、大きくわけて以下の２つの内容
からなる。 
（１）「利用者側からみたグループホームの
選択基準とグループホームを選択するまで
の過程」を明らかにする調査。 
調査対象者は、①認知症高齢者、②家族介護
者である。 
（２）「サービス提供者側の考える利用者に
とってのグループホームの選択基準」を明ら
かにする調査。 
調査対象者は、①グループホームの施設長、
②グループホームの介護職員である。 
 調査方法は、半構造化面接法によるヒアリ
ング調査である。個室での個別面接形式で実
施した。 
 倫理的配慮として、貞静学園短期大学の倫
理審査の承認を得て、許可された計画に基づ
いて調査を実施した。調査開始前に、グルー
プホームの施設長に調査実施の同意を得た。
調査対象者には、研究の目的・方法・協力の
任意性・秘密保持・個人情報保護等について、
文書および口頭で説明を行い、同意を得て実
施した。 
 分析方法：対象者の同意を得て録音した IC
レコーダーのデータから逐語録を作成した。
その後、佐藤郁哉の質的データ分析法を参考
に、定性的コーディングを行い、概念的カテ
ゴリーを見出した。 
 
 
４．研究成果 
（１）利用者側からみたグループホームの選
択基準とグループホームを選択するまでの
過程を明らかにする目的で、グループホーム
の入居者である認知症高齢者、および、その
家族介護者を対象としたヒアリング調査を
実施した。 
 
【①認知症高齢者を対象にした調査】 
調査対象者：関東にあるグループホームの中
でヒアリング調査の依頼を行い、研究協力が
得られた 7箇所のグループホームに、調査期
間中に入居を経験した入居者のうち同意の



得られた 5箇所 11 名の入居者である。 
調査期間：平成 28 年 9 月 16 日～平成 29 年
12 月 23 日。入居後 2 ヶ月～6 ヶ月以内に調
査期間を設定した。入居後の生活がある程度
落ち着くと考えられる時期ということと、入
居前・入居直後の記憶が比較的鮮明であると
考えられるためである。本調査を実施前に、
何度かグループホームを訪問し、関係づくり
のコミュニケーションを図り、話しやすい環
境を持てるようになってから、後日改めて調
査日を設定し、本調査を実施した。 
①入居前にグループホームの見学の有無お
よびその時の心境、入居前の引越に伴う荷造
りの有無について明らかにした。 
「市の紹介で見学に来た」、「見学に来てい
ない」、「覚えていない」という 3つの概念的
カテゴリーが見出された。入居前にグループ
ホームを見学していたのは、11 名中 1名のみ
であった。この 1名は、市の職員と見学に来
たと回答しており、市の職員との会話や、見
学の経緯を覚えており、一度見学に来たと話
した。一方、見学に来ていないと答えた者は
4名、覚えていないと回答した者は4名いた。
回答がみられなかったものは 2名いた。 
入居前の引越に伴う荷造りについては、
「準備した」、「誰かに準備してもらった」、
「覚えていない」という 3つの概念的カテゴ
リーが見出された。荷造りを自分で行ったの
は、11 名中 2名のみであった。着替えや置き
時計、夫の写真や犬の写真、タンス、下着な
どが具体的に挙げられた。誰かに準備しても
らったと回答した者は 6名、覚えていないと
回答した者は 2名いた。回答がみられなかっ
たものは 1名いた。 
②グループホームに入居することを家族介
護者等からどのように説明されたかについ
て明らかにした。 
「説明された」、「説明されなかった」、「嫁
に配慮した自らの入居の決断」という 3つの
概念的カテゴリーが見出された。説明された
と回答したのは、11 名中 5名であった。夫に
説明された、市の職員に説明された、入居前
施設の看護師より説明された、公民館だと言
われたなどが挙げられた。説明されなかった
と回答した者は 4名、嫁に配慮した自らの入
居の決断と回答したのは 1名、回答がみられ
なかったものは 1名いた。 
③入居前後の生活について、家族への想い、
今後の夢や今後も続けたいことについて明
らかにした。 
 入居前の生活と現在の生活については、８
つの概念的カテゴリーが見出された。「共同
生活を送るということ」、「自分のペースを守
った生活」、「認知症に伴う中核症状」、「入居
時の寂しさ」、「遠慮する気持ち」、「自宅を想
う」、「金銭面での不安」、「悲観的な見通し」
である。入居後、家事に携わったり、家族の
ような関係となることに加え、一人の時間を
大切にすることも出来ていることが窺えた。
また、物忘れを感じたり、自宅を想い寂しい

気持ちになったり、職員や他入居者への遠慮
の気持ちや、年金だけで大丈夫かなど不安な
気持ちもみられることもわかった。最期につ
いて考えるという声もきかれた。 
 家族への想いについては、「家族への配慮」、
「帰りたい気持ちの抑制」、「孤独感」、「諦め」
という４つの概念的カテゴリーが見出され
た。 
 今後の夢や入居後も続けたいことについ
ては、「外出」、「仕事」、「自宅での暮らし」、
「現在の生活の継続」、「考えることを断念」、
「将来を悲観する」という６つの概念的カテ
ゴリーが見出された。 
〔考察〕 
 今回、入居までの過程について、「見学」、
「荷造り」、「入居することの説明」、「入居前
後の生活」という大きく４つの項目について
調査を行った。 
本人の参加という視点でみたところ、見学
については 1名、荷造りについては 2名のみ
という実態が明らかになった。入居すること
の説明については、5 名が説明されたと回答
してはいるが、中には、公民館だと言われた
などという声もあった。つまり、入居までの
過程を認知症高齢者本人の視点でみていく
と、これから入居するということもほとんど
知らされず、どのような場所に入居するのか
ということも入居前に見学出来ておらず、引
越に関する荷造りも自身では行なえていな
いということが浮き彫りとなった。今回の調
査対象者は、入居前の住まいが、自宅ではな
く他施設に入所中であった者もいたという
ことも影響していたとは考えられるが、入居
までの過程において、入居するという心の準
備が出来ていた入居者はほとんどいないの
ではないかと推察された。 
入居者が納得して入居出来る環境を整え
るためには、入居する当事者である本人が、
入居までのプロセスに関わり、選択できる場
が求められる。このことにより、リロケーシ
ョンダメージも軽減出来るのではないかと
考えられる。 
今回の調査でも、認知症に伴い、「覚えて
いない」と回答した者もいた。しかし、入居
までの過程に参加したが時間が経って忘れ
るということと、忘れてしまうため参加する
場が提供されていないということとは全く
重さの違うことであることを、家族介護者を
含む援助者側は意識しておかなければなら
ない。 
また、今回の調査を通じ、認知症であって
も、置かれた状況を踏まえ、家族を想いやり、
辛い気持ちを押し殺しながら、中には諦めの
感情を持ち生活していることが、入居者本人
の声を通し明らかにすることが出来た。認知
症高齢者本人の声のもつ力強さを再認識出
来たと同時に、本人主体のケアの重要性が示
唆された。 
 
 



【②家族介護者を対象にした調査】 
調査対象者：関東にあるグループホームの中
でヒアリング調査の依頼を行い、研究協力が
得られた7箇所のグループホームに調査期間
中に入居を経験した入居者の家族介護者の
うち同意の得られた 4箇所 7名の家族介護者
である。 
調査期間：平成 28 年 9 月 16 日～平成 29 年
12 月 23 日。 
①入居前にグループホームの見学の有無お
よびその時の心境、入居前の引越に伴う荷造
りの有無について明らかにした。 
 家族介護者は、7 名全員グループホーム入
居前に見学をしていた。しかし、入居者と一
緒にグループホームを見学したのは、7 名中
2 名のみであった。入居者と一緒に見学しな
かった理由としては、まだ自宅でみられると
思っていた段階だったから、自宅にもう一人
要介護者がいたため１日で複数見学予約を
入れていた、本人が他施設に入所中であった
ため一緒に来られなかった、歩ける時は一緒
に行ったが今は歩けないため、などが挙げら
れた。 
 入居前の引越に伴う荷造りについては、入
居者と一緒に行ったのは 7名中 1名のみであ
った。それ以外の 6名は、家族介護者が本人
に代わり荷造りを行っていた。家族のみで荷
造りをしたことについては、他施設に入所し
ていたためそのまま持ってきた、本人が荷造
りしていないので混乱はあったかもしれな
い、などが挙げられた。 
②グループホームに入居することを家族介
護者等からどのように説明したかについて
明らかにした。 
 入居について認知症高齢者本人に説明し
たのは 7名中 6名であった。具体的には、他
施設にいたが出なければいけない、自分でや
ることがわからないからここにいる、延長で
泊まる、家族介護者が入院するからなどと説
明していた。一応言ったが意味がどこまでわ
かっているかという声もきかれた。 
③グループホームを選択する際重視した点
（選択基準）について明らかにした。 
 選択基準については、９つの概念的カテゴ
リーが見出された。「見学時の施設の雰囲気」、 
「見学時の他入居者の様子」、「施設長の雰囲
気」、「職員の雰囲気」、「職員の対応」、「面会
のしやすさなどの立地条件」、「金銭面」、「手
作りの食事」、「趣味活動の継続」である。趣
味活動の継続では、畑で野菜を作ったり、庭
で花を育てられることなどが魅力として挙
げられた。 
④入居後の現在の想いについて明らかにし
た。 
 入居後の現在の想いについては、７つの概
念的カテゴリーが見出された。「入居出来た
ことに対する安心感」、「入居を選択したこと
に対する悲観的な想い」、「認知症の症状の安
定を実感」、「認知症の進行を実感」、「他者に
介護を任せるという決断」、「やむを得ず割り

切る」、「続柄による辛さ」である。 
〔考察〕 
今回、入居までの過程について、家族介護
者にも、「見学」、「荷造り」、「入居すること
の説明」、「グループホームの選択基準」、「現
在の想い」という大きく５つの項目について
調査を行った。 
 グループホームの見学については、家族介
護者は、現在入居しているグループホームを
入居前に 7 名全員が見学していた。しかし、
入居者と一緒に見学したのは2名のみであり、
入居者と一緒に荷造りをしたのも1名のみで
あった。入居者の調査からも明らかになった
ことではあるが、見学や荷造りについては、
やはり家族介護者が中心に行われている傾
向が読み取れる結果となった。 
一方、入居することの説明については、7
名中 6名が説明したと回答していた。今回調
査に同意の得られた対象者である家族介護
者は、本研究の主旨に賛同し協力するという
意識の高い対象者であったことが考えられ
る。そのため、入居することを事前に本人に
説明し、納得を得ようとする意識があったの
ではないかと推察された。 
グループホームの選択基準としては、金銭
面や立地条件、手作りの食事や趣味活動の継
続などのグループホームのハード面に加え、
見学時の施設長や他入居者の様子、施設長や
職員の雰囲気や対応など、ソフト面での基準
も多く挙げられた。これから共同生活を送る
上で、他入居者や職員の様子を選択基準とし
て重視していると考えられた。 
現在の想いでは、入居という場面は、家族
介護者にとってもストレスのかかる状況で
あることが明らかになった。家族介護者は、
ようやくグループホームに入居出来たとい
うことに安心感を得た一方で、自宅で見られ
なかったことに対する後悔や、認知症が進行
したと感じるなど、揺れ動く悲観的な想いも
抱いていることが明らかになった。家族介護
者も、自身の病気を抱えていたり、他の家族
にも要介護者がいる者もおり、日々の生活の
中で、介護や自身の仕事、子育てなどを並行
しながら、入居先を探している状況を明らか
にすることが出来た。そのため、本人がデイ
サービスなど他のサービスを利用している
間に１日何件か見学の予定を組んで見学を
するなど、家族介護者からみて見学をすると
いうことの大変さも感じられた。 
入居者本人が見学や荷造りを一緒に行う
など、グループホームを選択出来る環境を整
えるためには、家族介護者の理解を得る必要
があるが、家族介護者も入居を決断する際、
揺れ動く想いを持っているため、家族介護者
の気持ちにも寄り添う必要があることが示
唆された。入居者本人、および、家族介護者
の双方が、入居までの過程に本人が参加する
ことの重要性を認識出来ることに加え、援助
者は、入居者本人や家族介護者の入居の決断
した背景にある想いに寄り添う支援も必要



であると考えられた。 
 
（２）サービス提供者側の考える利用者にと
ってのグループホームの選択基準を明らか
にする目的で、グループホームの施設長、お
よび、介護職員を対象としたヒアリング調査
を実施した。 
 
【①施設長を対象にした調査】 
調査対象者：関東にあるグループホームの中
でヒアリング調査の依頼を行い、研究協力が
得られた7箇所のグループホームに勤務する
施設長 7名である。 
調査期間：平成 28 年 8 月 20 日～平成 29 年
10 月 27 日。 
①グループホームの入居前の見学の実態を
明らかにした。 
 これまでに関わった入居者のうち、グルー
プホーム入居前に認知症高齢者本人が一緒
に見学していた事例の数を調査した。7 箇所
のグループホームのうち、2 箇所は入居前に
必ずグループホームに来てもらい、その場で
アセスメントしているということもあり、こ
の 2箇所については、全員が見学していると
いうことであった。見学時の他入居者との会
話の様子などをみて、共同生活の適応度をみ
る目的があるという回答もみられた。しかし、
残りの 5箇所のグループホームでは、最小値
1 名～最大値 5 名という回答であり、平均す
ると 1 箇所あたり 2.8 名であった。8 割～9
割は家族だけで来る、家族も大変なのでとい
う声が聞かれた。 
②施設長が考える利用者にとってのグルー
プホームの選択基準を明らかにした。 
 施設長が考える利用者にとってのグルー
プホームの選択基準は、11の概念的カテゴリ
ーが見出された。「見学時の施設の雰囲気」、
「見学時の他入居者の様子」、「職員の雰囲
気」、「面会のしやすさなどの立地条件」、「金
銭面」、「医療が必要になった場合の対応」、
「普段の生活の様子」、「入浴の頻度や設備」、
「職員の構成」、「清潔感」、「居室環境」であ
る。 
〔考察〕 
 見学時の施設の雰囲気や他入居者の様子、
職員の雰囲気や立地条件、金銭面というとこ
ろは、家族介護者と一致していた。さらに、
見学時に家族介護者から質問が多いという
ところから、入浴や医療が必要な場合の対応、
居室環境などが挙げられていた。これらの項
目は、家族介護者からみた場合、見学時に質
問し、その場で納得が得られたことであるた
め、特に選択基準として意識されなかったの
ではないかと考えられた。また、見学時も、
普段と変わらないありのままの生活の様子
を見てもらうように意識しているという声
が多くのグループホームで聞かれた。 
 
【②介護職員を対象にした調査】 
調査対象者：関東にあるグループホームの中

でヒアリング調査の依頼を行い、研究協力が
得られた7箇所のグループホームに勤務する
介護職員のうち施設長の推薦がありかつ同
意の得られた 6 箇所 7 名の介護職員である。 
調査期間：平成 28 年 8月 20 日～平成 29 年 9
月 8日。 
①グループホームの入居前の見学の実態を
明らかにした。 
 これまでに関わった入居者のうち、グルー
プホーム入居前に認知症高齢者本人が一緒
に見学していた事例の数を調査した。6 箇所
のグループホームのうち、1 箇所は入居前に
必ずグループホームに来てもらい、その場で
アセスメントしているということもあり、全
員が見学しているということであった。残り
の 5 箇所では、0 名～数名という回答であっ
た。介護職員は交代勤務であり、自分が見学
の様子を見たことがある事例に限られたた
め、このような回答となった。 
②介護職員が考える利用者にとってのグル
ープホームの選択基準を明らかにした。 
 介護職員が考える利用者にとってのグル
ープホームの選択基準は、11 の概念的カテゴ
リーが見出された。「見学時の施設の雰囲気」、
「見学時の他入居者の様子」、「職員の雰囲
気」、「職員の対応」、「面会のしやすさなどの
立地条件」、「金銭面」、「医療が必要になった
場合の対応」、「普段の生活の様子」、「入浴の
頻度や設備」、「外出の頻度」、「趣味活動の継
続」である。 
〔考察〕 
 見学時の施設の雰囲気や他入居者の様子、
職員の雰囲気や立地条件、金銭面、趣味活動
の継続というところは、家族介護者と一致し
ていた。施設長と比較すると、職員の対応や、
外出の頻度については異なっている。介護職
員にとっては、自身の入居者への関わり方や、
外出時のケアを選択基準として見られてい
るのではないかと意識していることが明ら
かになった。 
 
〔結語〕 
 調査全体を通し、入居先の選択において、
利用者側・サービス提供者側の両者にとって、
入居前の見学の場が大きな役割を果たして
いることを明らかにすることが出来た。一方、
入居までの過程においては、見学や荷造りな
どの準備の段階において入居者の参加の機
会がほとんどなく、家族介護者中心に行われ
ている実態も浮き彫りとなった。その背景に
は、家族介護者の日々の介護負担感や、これ
から入居を決断することに対する揺れ動く
想いも影響していることが示唆された。 
認知症高齢者本人や家族介護者が、複数あ
るグループホームの中から、納得して入居先
を選択出来るよう、サービス提供者側である
グループホームには、見学日時の調整や入居
者が一緒に来やすいような仕組みづくりが
求められている。 
また、今回はグループホームの選択基準に



ついても明らかにすることが出来た。入居前
に入居者本人が見学している事例が1例しか
なく、認知症高齢者本人の声をもとに選択基
準を明らかにすることが出来なかったのは、
大変残念である。入居前に当事者である本人
が見学をすることが当たり前の社会となり、
どのような選択基準で入居先を選択したの
か、入居者本人の声をもとに明らかに出来る
よう、今後も調査を続けていきたい。今回は、
家族介護者・施設長・介護職員の視点から、
選択基準を明らかにすることが出来た。利用
者側・サービス提供者側を比較したが、大き
な認識の差はみられなかった。サービス提供
者側であるグループホームは、今回の調査結
果を踏まえることで、より選ばれるグループ
ホームになるための一助となれば幸いであ
る。 
入居直後は、入居者・家族介護者・グルー
プホームの施設長・介護職員にとって、大変
デリケートな時期である。そのため、調査に
ご協力いただくことが難しいという理由で、
調査が実現しなかったものもあった。その中
で、対象者の皆様には、貴重な時間を割いて
下さり本調査にご協力いただいたことに、感
謝の意を述べたい。 
本調査は、利用者側・サービス提供者側か
らグループホームの選択基準を明らかにし
た基礎的調査という役割は、果たすことが出
来たと考えている。今後は、さらにデータ数
を増やし、調査結果を一般化出来るよう、研
究を積み重ねていきたい。 
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